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不動明王               豊受神祠  

弁才天               秋葉権現 

砺
波
市
出
町
の
豊
受
神
祠 

 

尾
田 

武
雄 

 

七
月
二
十
七
日
、
県
文
化
財
保
護
指
導
委
員
の
仕
事
で
あ
る
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、

砺
波
市
本
町
（
出
町
）
に
あ
る
「
御
旅
屋
の
井
戸
」
の
調
査
に
来
た
。
こ
の
井
戸
は
寛

文
四
年
（
一
六
六
四
）
加
賀
藩
主
前
田
綱
紀
が
当
地
へ
鷹
狩
り
し
た
際
に
、
御
膳
水
用

に
掘
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
井
戸
の
守
り
神
と
し
て
、
豊
受
神
祠
が
建
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。 

ち
ょ
う
ど
こ
の
日
が
祭
日
で
、
御
本
尊
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
央
に
彩
色

さ
れ
た
不
動
明
王
、
向
か
っ
て
右
に
秋
葉
権
現
、
左
に
琵
琶
を
持
つ
弁
才
天
で
あ
る
。

「
神
社
明
細
帳
」
に
は
豊
受
神
祠
と
あ
り
、
祭
神
は
豊
受
大
神
で

あ
る
。
豊
受
大
神
は
伊
勢
神
宮
の
下
宮
に
あ
た
り
、
そ
の
分
霊
社

な
の
で
あ
ろ
う
。
住
民
は
俗
に
「
御
旅
屋
の
不
動
様
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
祭
日
に
掲
げ
ら
れ
る
提
灯
も
「
不
動
明
王
」
で
あ
る
。

こ
の
神
祠
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
創
建
さ
れ
、
明
治
十
年

に
神
祠
据
置
と
あ
り
、
石
仏
は
こ
の
明
治
十
年
に
造
立
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
作
風
は
一
生
の
間
一
千
体
の
石
仏
を
作
っ
た
名
工
森

川
栄
次
郎
作
と
思
わ
れ
る
。 

  

                     

第５２号 

平成２９年８月１０日発行 

編集と発行 

北陸石仏の会 
(日本石仏協会北陸支部) 

代表 平井一雄 
〒939-1315 

富山県砺波市太田
1770 尾田武雄方 
電話 0763-32-2772 

振替 00740-2-11974 

(年会費 3000 円) 

・
砺
波
市
出
町
の
豊
受
神
祠 

・
白
心
・
檀
心
の
六
字
名
号
塔 

・
白
山
信
仰
の
石
造
物 

・
第
54
回
例
会
報
告 

・
第
55
回
例
会
案
内 



                 北陸石仏の会々報 第５２号  2017/08/10             2 

 

白
心
・
檀
心
の
六
字
名
号
塔 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
井 

一
雄 

 

１
、
滑
川
市
坪
川
の
一
里
塚 

一
里
塚
は
、
近
世
初
期
に
全
国
の
主
な
街
道
の
一
里 

ご
と
に
道
の
両
側
に
築
か
れ
た
円

丘
状
の
土
盛
で
、
そ
の
上
に
は
樹
木
が
植
え
ら
れ
街
道
の
目
印
と
な
っ
た
。 

越
中
国
内
の
北
陸
街
道
に
は
、
全
部
で
23
基
の
一
里
塚
が
築
か
れ
た
が
、
現
在
は
、
朝

日
町
境
、
富
山
市
水
橋
、
そ
れ
に
滑
川
市
坪
川
と
３
基
が
残
る
の
み
で
あ
る
。 

坪
川
の
北
側
の
塚
は
、
最
近
の
道
路
拡
張
工
事
に
よ
り
削
平
さ
れ
た
。 

昭
和
55
年
12
月
発
行
の
『
富
山
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書 

北
陸
街
道
』
に
は
「
・
・

・
こ
の
塚
は
街
道
の
左
右
に
あ
っ
て
、
左
つ
ま
リ
北
側
の
も
の
は
約
三
メ
ー
ト
ル
に
約
六

メ
ー
ト
ル
の
土
饅
頭
状
を
な
し
、
右
の
も
の
は
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
径
数
メ
ー
ト
ル
の
土
饅

頭
状
を
な
す
。
北
側
の
土
壇
上
に
嘉
永
五
年
の
名
号
塔
と
富
玄
隆
と
陰
刻
す
る
川
原
石
が

あ
る
」
と
あ
る
。 

 

２
、「
檀
心
」
の
六
字
名
号
塔 

北
側
の
塚
の
嘉
永
五
年
銘
の
名
号
塔
は
越
中
に
点
在
す
る
「
徳
本
」「
義
賢
」
の
名
号
塔

の
書
体
と
も
違
う
し
、
飛
騨
・
美
濃
に
点
在
す
る
「
播
隆
」
の
書
体
と
も
違
う
「
檀
心
」

固
有
の
書
体
で
あ
る
。 

嘉
永
五
壬
子
一
月
成
道
焉 

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
檀
心 

花
押 

 

３
、
滑
川
市
柳
原
の
「
白
心
」
六
字
名
号
塔 

柳
原
地
区
の
市
道
西
側
の
御
堂
内
に
は
不
動
尊
を
中
心
に
５
体
の
石
造
物
と
御
堂
外
に

名
号
塔
が
１
体
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

・
名
号
塔
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」 

高
さ
160

cm
、
幅
87

cm 

嘉
永
四
■
■ 

・
不
動
明
王
坐
像 

高
さ
134

cm
、
幅
70

cm 

由
来 約

180
年
前
、
無
宿
乞
食
を
喜
兵
衛
さ
ん
と
い
う
人
が
、
親
戚
の
納
屋
に
宿
を
取
ら
せ
た

と
こ
ろ
村
に
住
み
つ
き
、
や
が
て
村
を
出
る
前
、
大
岩
の
不
動
明
王
の
お
姿
を
夢
に
見
、

そ
の
姿
を
立
派
に
彫
り
あ
げ
、
今
日
ま
で
柳
原
不
動
明
王
様
と
村
人
が
あ
が
ん
で
い
る
。

ま
た
名
号
塔
も
こ
の
無
宿
乞
食
が
い
っ
し
ょ
に
彫
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

参
考
文
献 

『
北
加
積
の
石
仏
』
昭
和
59
年
２
月 

 

４
、
上
市
町
黒
川
の
「
白
心
」
六
字
名
号
塔 

上
市
町
黒
川
「
日
枝
神
社
」
前
に
「
松
井
川
」
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
刻
さ
れ
た
三
体
の
文
字
碑
が
あ
り
、
中
央
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
名
号
塔
に
は
「
白
心

花
押
」
の
銘
が
あ
る
。 

高
さ
120
㎝ 

 

嘉
永
四
亥
五
月 

 

５
、
穴
の
谷
の
洞
窟
の
「
白
心
」
行
者 

洞
穴
の
場
所
は
「
黒
川
地
内
字
穴
の
谷
」
に
あ
る
。 

徳
川
時
代
の
初
め
頃
か
ら
尐
し
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
地
方
は
平
野
、
山

間
を
問
わ
ず
森
林
、
爵
蒼
と
し
て
繁
り
天
を
お
お
う
と
い
う
有
様
で
あ
つ
た
か
ら
、
洞
穴

の
場
所
を
知
る
人
が
あ
っ
て
も
誰
も
深
く
探
究
し
な
か
っ
た
。
故
に
人
々
は
「
蛇
の
穴
」

と
か
「
善
光
寺
穴
」
と
か
言
っ
て
い
た
。 

又
今
か
ら
百
二
十
年
ほ
ど
前
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
、
美
濃
の
国
（
今
の
岐
阜
県

南
部
）
本
巣
町
か
ら
「
白
心
」
と
い
う
行
者
が
き
た
。
初
め
の
う
ち
は
、
円
念
寺
山
（
黒

川
村
の
上
手
の
山
）
と
い
う
手
近
な
場
所
の
ほ
ら
穴
で
、
座
禅
を
く
ん
で
お
っ
た
が
、
近

く
に
護
摩
堂
の
村
へ
通
ず
る
道
が
あ
り
、
た
び
た
び
人
が
通
る
も
ん
だ
か
ら
心
が
散
っ
て

し
か
た
が
な
い
。
そ
こ
で
白
心
は
、
黒
川
の
村
の
人
た
ち
に
、「
ど
こ
か
ほ
か
に
も
っ
と
落

ち
つ
い
て
修
行
の
で
き
る
、
い
い
場
所
が
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。」
と
た
ず
ね
た
。 

伊
藤
助
右
工
門
と
い
う
人
や
、
そ
の
ほ
か
の
人
た
ち
が
、「
穴
谷
に
な
ら
、
い
い
ほ
ら
穴

が
あ
り
ま
す
ぞ
。」
と
い
う
て
教
え
た
の
で
、
白
心
は
、
そ
れ
か
ら
は
穴
谷
に
入
り
、
三
年

と
三
か
月
の
間
そ
こ
で
修
行
し
た
と
い
う
。 

参
考
文
献 

『
上
市
町
誌
』、『
上
市
の
む
か
し
話
』 
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滑川市坪川 北側一里塚 檀心名号塔 

上の写真は、『富山県歴史の道調査報告書北陸街道』昭和５５年

１２月発行より 

滑川市柳原 白心名号塔と 

伝白心作不動明王 

上市町黒川 日枝神社前 

白心名号塔 

６
、「
檀
心
」
と
「
白
心
」
行
者 

「
檀
心
」
と
「
白
心
」
の
六
字
名
号
は
書
体
も
花
押
も
同
じ
で
あ
り
、「
嘉
永
五
年
一
月

成
道
焉
」
と
あ
る
か
ら
嘉
永
四
年
ま
で
「
白
心
」
と
名
乗
っ
て
い
た
が
嘉
永
五
年
一
月
に

「
成
道
焉
」
と
成
道
し
て
「
檀
心
」
と
名
乗
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

い
づ
れ
に
し
て
も
相
当
大
き
い
名
号
塔
を
残
し
て
い
る
か
ら
に
は
相
当
の
験
力
を
持
つ

行
者
で
あ
り
、
大
き
な
講
が
作
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
そ
の
伝
承
、
記
録

が
尐
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。 

尚
、『
上
市
町
誌
』
に
は
「
安
政
四
年
、
美
濃
の
人
白
心
行
者
た
ず
ね
き
て
、
村
人
に
請

う
て
三
年
三
力
月
の
間
、
こ
の
穴
に
お
い
て
仏
学
の
研
究
に
余
念
な
く
、
ま
た
戒
行
に
精

進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。」
と
の
記
述
が
あ
る
が
安
政
は
嘉
永
の
後
の
年
号
で
あ
り
、
石
塔
建

立
銘
に
よ
っ
て
嘉
永
初
年
に
美
濃
か
ら
黒
川
へ
入
っ
た
と
考
え
て
い
る
。 

       

          

        

           



                 北陸石仏の会々報 第５２号  2017/08/10             4 

 

白
山
信
仰
の
石
造
物 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

滝
本 

や
す
し 

 

白
山
の
祭
神
と
本
地
仏 

白
山
寺
白
山
宮
は
伊
弉
冇
命
を
祭
神
と
し
て
い
た
。
白
山
妙
理
権
現
と
称
し
、
十
一
面

観
音
を
本
地
仏
と
し
た
。
頂
上
奥
宮
の
白
山
三
所
権
現
は
…
御
前
峰
の
祭
神
は
伊
弉
冇
命

で
、
白
山
妙
理
権
現
と
称
し
、
本
地
仏
は
十
一
面
観
音
。
大
汝
峰
の
祭
神
は
大
己
貴
命
で
、

大
汝
権
現
と
称
し
、
本
地
仏
は
阿
弥
陀
如
来
。
別
山
の
祭
神
は
菊
理
姫
で
、
大
行
事
権
現

と
称
し
、
本
地
仏
は
聖
観
音
。 

白
山
神
社
や
白
山
の
神
を
祀
る
神
社
は
、
越
前
や
美
濃
で
は
ほ
と
ん
ど
伊
弉
冇
を
祭
神

と
し
て
い
る
。
加
賀
や
能
登
で
は
伊
弉
冇
を
祭
神
と
し
て
い
る
神
社
や
、
菊
理
姫
を
祭
神

と
し
て
い
る
神
社
、
菊
理
姫
・
伊
弉
冇
・
伊
弉
諾
の
三
柱
を
祭
神
と
し
て
い
る
神
社
な
ど

様
々
で
あ
る
。
ま
た
越
中
で
は
ほ
と
ん
ど
の
神
社
が
菊
理
姫
を
祭
神
と
し
て
い
る
。 

 

今
年
は
泰
澄
大
師
が
白
山
を
開
山
し
て
か
ら
千
三
百
年
に
あ
た
り
、
関
連
の
寺
社
で
は

記
念
行
事
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

①
福
井
県
あ
わ
ら
市
後
山 

春
日
神
社
／
白
山
妙
理
権
現 

 

春
日
神
社
拝
殿
の
右
手
に
、
小
さ
な
木
造
の
祠
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
祠
は
大
正

三
年
に
字
中
垣
地
よ
り
春
日
神
社
境
内
へ
移
さ
れ
た
白
山
神
社
で
、
伊
弉
册
尊
を
祭
神
と

し
て
い
る
。
祠
内
に
は
、
地
蔵
と
白
山
妙
理
権
現
の
石
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

白
山
妙
理
権
現
は
笏
谷
石
に
浮
彫
り
さ
れ
た
美
し
い
女
性
神
の
浮
彫
り
立
像
で
、
蛇
を

乗
せ
た
盆
を
両
手
で
持
っ
て
い
る
。
伊
弉
册
尊
の
化
身
で
あ
り
、
字
中
垣
地
よ
り
春
日
神

社
境
内
へ
移
さ
れ
た
白
山
神
社
の
御
神
体
で
あ
る
。
角
板
型
の
板
状
で
、
も
と
は
石
祠
の

奥
壁
に
彫
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

②
福
井
県
福
井
市
東
天
田 

路
傍
／
白
山
妙
理
権
現 

 

東
天
田
路
傍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
の
小
堂
内
に
、
日
月
の
窓
が
彫
ら
れ
た
石

祠
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
内
部
に
は
、
頭
上
に
龍
の
首
が
乗
っ
た
浮
彫
り
の
白
山
妙
理
権

現
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

③
福
井
県
越
前
市
中
央
一
丁
目 

曹
洞
宗
洞
源
寺
／
白
山
妙
理
権
現 

 

洞
源
寺
門
前
に
、
三
体
の
地
蔵
と
共
に
笏
谷
石
製
の
一
基
の
石
祠
が
並
ん
で
い
る
。
石

祠
の
奥
壁
内
面
に
は
、
三
体
の
立
像
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
向
っ
て
左
か
ら
、
稲
荷
神
、

白
山
妙
理
権
現
、
雨
宝
童
子
で
あ
る
。
中
央
の
白
山
妙
理
権
現
は
、
右
手
に
剣
を
持
ち
、

左
手
に
は
鉢
を
持
っ
て
い
る
。
体
に
龍
が
巻
き
つ
き
、
頭
上
に
は
龍
の
首
が
乗
っ
て
い
る
。 

 

④
石
川
県
金
沢
市
本
多
町
三
丁
目 

曹
洞
宗
長
谷
院
跡
／
白
山
妙
理
権
現 

 

長
谷
院
は
木
造
十
一
面
観
音
座
像
を
本
尊
と
し
て
い
た
。
廃
寺
と
な
り
、
本
尊
は
龍
國

寺
に
移
さ
れ
て
い
る
。 

 

跡
地
に
は
地
蔵
堂
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
手
前
に
白
山
妙
理
権
現
の
石
像
が
置
か
れ

て
い
る
。
舟
光
背
型
の
凝
灰
岩
製
で
、
右
手
は
施
無
畏
印
で
、
左
手
に
羽
団
扇
を
持
っ
て

い
る
。
光
背
に
「
下
田
氏
／
せ
メ
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

⑤
石
川
県
加
賀
市
山
代
温
泉 

真
言
宗
智
山
派
薬
王
院
温
泉
寺
／
白
山
妙
理
大
権
現 

 

薬
王
院
温
泉
寺
の
境
内
に
、
鎮
守
社
で
あ
る
白
山
妙
理
大
権
現
寶
殿
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。
本
殿
内
部
に
は
鏡
や
狛
犬
な
ど
と
共
に
丸
彫
り
の
石
造
白
山
妙
理
大
権
現
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
左
手
に
弓
を
、
右
手
に
矢
を
持
ち
、
狐
の
上
に
立
っ
て
い
る
。 

 

⑥
福
井
県
坂
井
市
三
国
町
石
丸 

春
日
神
社
／
「
白
山
妙
理
大
権
現
」 

 
春
日
神
社
拝
殿
左
手
の
小
さ
な
石
祠
内
に
、
「
白
山
妙
理
大
権
現
」
と
刻
ま
れ
た
石
標

が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
左
に
「
寛
文
四
甲
辰
年
」
、
右
に
「
八
月
吉
良
辰
」
の
銘
が
入
っ

て
い
る
。 

 

⑦
石
川
県
津
幡
町
倶
利
伽
羅 

高
野
山
真
言
宗
不
動
寺
／
十
一
面
観
音 

倶
利
伽
羅
不
動
寺
駐
車
場
横
の
小
堂
内
に
十
体
ほ
ど
の
石
仏
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
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中
に
十
一
面
観
音
が
み
ら
れ
る
。
明
治
の
神
仏
分
離
の
際
に
北
川
家
に
譲
渡
さ
れ
て
い
た

の
だ
が
、
昭
和
四
十
年
頃
不
動
寺
に
戻
さ
れ
た
。
角
板
型
で
、
左
手
に
未
開
蓮
を
持
ち
、

岩
上
の
蓮
に
座
っ
て
い
る
。
こ
の
十
一
面
観
音
は
、
倶
利
伽
羅
の
国
見
峠
に
建
て
ら
れ
て

い
る
四
社
権
現
の
一
つ
で
あ
る
白
山
社
の
建
立
当
初
の
御
神
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 ⑧
福
井
県
福
井
市
東
郷
二
ケ
町 

曹
洞
宗
永
昌
寺
／
十
一
面
千
手
観
音 

 

永
昌
寺
本
堂
前
に
、
白
山
神
社
の
石
造
小
祠
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
内
部
に
は
石
造
の

浮
彫
り
十
一
面
千
手
観
音
立
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
光
背
の
右
下
に
「
願
主
景
■
」、
左
下

に
「
元
亀
四
年
三
月
十
一
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

⑨
福
井
県
坂
井
市
三
国
町
西
今
市 
神
明
神
社
／
白
山
権
現
、
越
智
山
大
権
現 

 

神
明
神
社
入
り
口
の
鳥
居
の
右
手
に
、
石
祠
や
石
仏
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。 

い
ち
ば
ん
左
の
石
祠
は
前
面
上
部
に
角
型
の
窓
が
三
つ
並
ん
で
開
け
ら
れ
て
い
る
。
窓

の
下
方
中
央
に
「
白
山
権
現
」、
そ
の
左
右
に
「
慶
安
五
壬
辰
年
／
三
月
廿
三
日
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
。
奥
壁
内
面
に
は
、
白
山
御
前
峰
の
本
地
仏
で
あ
る
十
一
面
観
音
座
像
が
浮
彫

り
さ
れ
て
い
る
。 

い
ち
ば
ん
右
の
石
祠
は
「
越
知
山
大
權
現
／
安
政
四
丁
巳
年
九
月
吉
日
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
。
奥
壁
内
面
に
は
、
越
智
山
三
所
権
現
の
像
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
中
央
の
窓
の

奥
は
十
一
面
観
音
、
左
下
の
窓
の
奥
は
阿
弥
陀
如
来
、
右
下
の
窓
の
奥
は
聖
観
音
で
、
い

ず
れ
も
厚
肉
彫
り
の
座
像
で
あ
る
。 

 

⑩
福
井
県
坂
井
市
三
国
町
平
山 

春
日
神
社
／
白
山
三
所
権
現 

 

春
日
神
社
境
内
の
白
山
神
社
の
社
殿
内
に
、
白
山
三
所
権
現
が
浮
彫
り
さ
れ
た
石
板
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
全
て
座
像
で
、
中
央
に
御
前
峰
の
本
地
仏
で
あ
る
十
一
面
観
音
、
向
っ

て
右
に
別
山
の
本
地
仏
で
あ
る
聖
観
音
、
左
に
は
大
汝
峰
の
本
地
仏
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来

が
彫
ら
れ
て
い
る
。
社
殿
内
に
は
白
山
三
所
権
現
が
浮
彫
り
さ
れ
た
石
板
が
も
う
一
基
納

め
ら
れ
て
い
る
。 

 

⑪
福
井
県
福
井
市
毛
矢
三
丁
目 

白
山
神
社
／
白
山
三
所
権
現 

 

白
山
神
社
本
殿
石
祠
の
御
神
体
で
、
中
央
に
御
前
峰
の
本
地
仏
で
あ
る
十
一
面
観
音
、

向
っ
て
右
に
大
汝
峰
の
本
地
仏
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
、
左
に
は
別
山
の
本
地
仏
で
あ
る
聖

観
音
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
各
尊
像
の
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
御
前
峰
、
大
汝
峰
、
別
山
の
山
々

が
彫
ら
れ
て
い
る
。 

 

⑫
福
井
県
あ
わ
ら
市
中
川 

加
茂
神
社
／
白
山
三
所
権
現 

 

加
茂
神
社
境
内
に
、
白
山
神
社
の
石
祠
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
内
部
に
は
、
十
一
面
観

音
、
聖
観
音
、
阿
弥
陀
如
来
、
地
蔵
二
体
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
光
背
型
の
浮
彫

り
像
で
あ
る
が
、
地
蔵
二
体
は
後
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

⑬
石
川
県
津
幡
町
山
森 

白
山
神
社
／
菊
理
姫 

 

白
山
神
社
本
殿
内
に
、
二
体
の
御
神
体
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
向
っ
て
左
が
尊
名
不
明
の

石
造
菩
薩
形
立
像
で
、
右
が
石
造
女
性
神
立
像
で
あ
る
。
彩
色
さ
れ
て
い
る
こ
の
女
性
神

像
は
祭
神
で
あ
る
菊
理
姫
と
思
わ
れ
る
。
比
較
的
新
し
い
石
像
で
あ
り
、
明
治
の
神
仏
分

離
の
際
に
本
地
仏
が
外
へ
出
さ
れ
、
後
に
納
め
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。 

も
と
の
御
神
体
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
十
一
面
観
音
座
像
は
、
倶
利
伽
羅
の
手
向
神
社

石
殿
内
に
、
御
神
体
で
あ
る
石
造
倶
利
伽
羅
不
動
の
横
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。 

 ⑭
石
川
県
白
山
市
白
峰 

剃
刀
岩
／
泰
澄
大
師 

越
前
禅
定
道
の
剃
刀
岩
に
い
く
つ
か
の
石
仏
が
残
さ
れ
て
い
る
。
首
か
ら
上
が
故
意
に

削
り
落
と
さ
れ
た
浮
彫
り
の
石
仏
で
、
駒
型
あ
る
い
は
光
背
型
の
右
下
部
分
で
あ
ろ
う
。

前
面
右
に
「
施
主
久
七
」
、
下
部
に
「
越
前
國
足
…
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
三
鈷

杵
と
数
珠
を
持
っ
て
い
る
。 

 ⑮
石
川
県
白
山
市
白
峰 

ア
ン
ノ
堂
／
泰
澄
大
師 

白
山
麓
の
通
称
ア
ン
ノ
堂
に
納
め
ら
れ
て
い
る
丸
彫
り
の
石
仏
で
、
銘
文
は
刻
ま
れ
て

い
な
い
。
三
鈷
杵
と
数
珠
を
持
っ
て
い
る
。 
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「
金
沢
市
の
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
石
仏
」
に
参
加
し
て 

 

酒
井 

靖
春 

  

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
一
日
、
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
爽
や
か
な
日
曜
日
と
な
っ
た
。 

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
日
本
武
尊
の
あ
る
安
江
八
幡
宮
で
あ
っ
た
。
赤
黒
い
鳥
居
を
く
ぐ

っ
て
お
参
り
を
済
ま
せ
、
こ
こ
で
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。
日
本
武
尊
は
、
大
き
く
て
平
た

く
、
彫
り
も
迫
力
が
あ
る
石
造
物
で
、
赤
戸
室
石
が
と
て
も
良
い
感
じ
に
思
え
た
。 

 

次
に
行
っ
た
三
宝
寺
で
は
、
猫
の
供
養
碑
が
あ
り
、
線
刻
で
猫
が
彫
ら
れ
て
お
り
金
谷

奥
俗
名
玉
刻
字
さ
れ
て
い
た
。
金
谷
奥
と
は
、
金
沢
城
の
こ
と
で
あ
る
と
ど
な
た
か
が
教

え
て
下
さ
っ
た
。 

弘
化
二
丙
歳
と
横
に
刻
字
が
あ
り
、
良
い
形
で
残
っ
て
い
た
。
寺
の

奥
に
は
墓
地
が
あ
り
、
お
墓
の
横
に
は
三
尊
像
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。 

そ
の
舟
形
の
石

造
物
が
僧
侶
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
た
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
お
顔
が
の
っ
ぺ
ら
で
あ
っ

た
。 

 

普
明
院
で
は
、
毘
倶
胝
菩
薩
が
、
丸
彫
り
の
形
の
良
い
蓮
台
に
座
っ
て
い
る
石
仏
だ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
立
派
な
作
品
を
残
し
て
い
る
石
工
は
、
誰
だ
ろ
う
か
？
私
に
と
っ
て
は
、

大
変
興
味
深
い
石
仏
で
あ
っ
た
。 

 

宗
龍
寺
で
は
、
北
辰
星
の
他
に
不
動
明
王
三
尊
像
や
、
花
山
法
皇
像
な
ど
を
見
学
し
た
。

北
辰
星
は
初
め
て
目
に
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
も
の
な
の
か
？
も
し
か
し

た
ら
、
天
体
を
地
上
に
現
し
た
り
、
あ
る
い
は
曼
荼
羅
の
よ
う
に
表
し
た
の
か
？
と
、
色
々

と
思
い
を
は
せ
て
い
た
。 

 

観
音
院
で
見
た
狛
犬
は
、
富
山
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
狛
犬
で
、
私
は
白
山
狛
犬
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
ま
た
、
気
に
な
っ
た
の
は
丸
彫
り
の
如
意
観
音
で
、
二
肘
の

お
姿
が
大
変
珍
し
い
物
と
、
興
味
深
く
拝
見
し
た
。 

 

尐
玄
寺
で
拝
見
し
た
七
面
大
明
神
も
、
初
め
て
見
る
石
仏
に
感
激
し
た
。 

 

青
雲
寺
に
も
西
国
三
十
三
観
音
・
花
山
法
皇
像
が
あ
り
、
西
国
三
十
三
観
音
を
広
め
た

花
山
法
皇
帝
の
功
績
が
し
の
ば
れ
た
。 

 

椿
原
天
満
宮
の
狛
犬
は
逆
さ
狛
犬
で
、
安
政
六
年
と
石
工
松
田
七
左
エ
門
と
刻
字
が
あ

っ
た
。
逆
さ
狛
犬
で
は
、
明
治
時
代
や
大
正
時
代
の
石
工
の
作
品
で
あ
れ
ば
、
富
山
で
も

見
か
け
る
事
が
出
来
る
が
、
安
政
と
い
う
古
い
時
代
の
狛
犬
で
あ
り
、
そ
の
変
遷
を
知
る

事
が
出
来
る
と
思
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
一
向
一
揆
時
代
の
砦
跡
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ら

し
い
石
垣
も
あ
り
、
歴
史
を
感
じ
た
。 

 

 

長
谷
院
跡
で
は
、
白
山
妙
理
権
現
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
ほ
か
、
蓮
葉
を
持
つ
女
神
像

波
濤
文
の
あ
る
無
縫
塔
な
ど
、
ど
れ
も
初
め
て
見
る
石
造
物
に
、
心
が
踊
る
思
い
だ
っ
た
。 

 

真
長
寺
で
は
、
住
職
さ
ん
か
ら
お
話
を
し
て
頂
い
た
あ
と
、
昼
食
を
取
っ
た
。
写
真
の

撮
影
許
可
も
下
り
、
私
は
撮
影
さ
せ
て
頂
い
た
。
中
で
も
、
不
動
三
十
六
童
子
と
不
動
明

王
に
似
て
い
た
水
神
像
に
出
会
え
た
事
に
感
動
し
な
が
ら
撮
影
し
た
。
こ
こ
で
相
古
誠
一

さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
加
賀
の
飛
翔
狛
犬
と
い
う
冈
子
を
頂
き
、
大
感
激
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
後
は
予
定
を
変
更
し
、
近
く
の
極
楽
寺
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
徳
本
名
号
塔
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。 

そ
の
後
の
浄
安
寺
で
は
、
義
賢
名
号
塔
と
三
十
三
観
音
を
見
た
。
こ
の
三
十
三
観
音
像

は
、
長
野
県
の
髙
遠
石
工
の
作
品
と
似
て
い
る
よ

う
に
感
じ
た
。 

 

次
は
野
田
山
墓
地
に
行
き
、
前
田
氏
歴
代
藩
主

の
墓
や
過
信
の
墓
、
霊
廟
を
見
た
。
霊
廟
は
高
岡

の
瑞
泉
寺
に
あ
る
霊
廟
と
様
式
が
同
じ
で
あ
る

が
、
内
側
に
も
彫
り
物
が
あ
り
、
福
井
の
例
会
で

見
た
、
石
祠
の
三
十
三
観
音
を
思
い
出
し
た
。 

 

最
後
に
宝
円
寺
で
三
十
三
観
音
や
、
墓
地
の
造

石
物
を
見
に
行
っ
た
。
墓
地
に
無
縁
の
石
造
物
を

集
め
た
と
こ
ろ
に
、
円
形
光
背
の
あ
る
観
音
像
が

あ
り
、
髙
遠
石
工
の
作
品
に
似
て
と
て
も
気
に
な

っ
た
。 

今
回
の
例
会
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
珍
し
い

物
や
初
め
て
拝
見
し
た
物
も
多
く
、
大
変
内
容
の

濃
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
っ
た
。 
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善光寺式阿弥陀三尊   西国三十三ヶ所観音、文殊菩薩、地蔵、青面金剛  勢至菩薩(サンニャ様) 

北陸石仏の会 第５５回例会 

―布施谷の石仏めぐり― 
平成２９年９月１７日(日) 

 

参 加 費：６０００円（バス・資料代） 

集合場所：①ＪＲ金沢駅西口………６時２０分 

②ＪＲ砺波駅南口………７時００分 

③大沢野文化会館………７時４０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田１７７０ 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局 

締め切り：平成２９年９月７日(木) 

案   内：滝本やすし(石川県金沢市)  
 

  見学予定  

◎魚津市布施爪 観音堂／西国三十三ヶ所観音、文殊菩薩、地蔵、青面金剛 

◎魚津市布施爪 路傍／千手観音、虚空蔵菩薩 

◎魚津市長引野 観音堂／西国三十三ヶ所観音、文殊菩薩、弘法大師 

◎魚津市黒沢 共同墓地／阿弥陀如来、地蔵、線刻五輪塔ほか 

◎魚津市大沢 路傍／雨宝童子 

◎魚津市小川寺 天神山／四国八十八ヶ所霊場石仏、西国三十三ヶ所観音、善光寺式阿弥陀三尊ほか 

◎魚津市小川寺 心蓮坊、光学坊、蓮蔵坊、千光寺観音堂／線刻六地蔵、線刻六観音、弘法大師ほか 

◎黒部市朴谷 路傍／「大聖不動明王(寛明)」、青面金剛ほか 

◎黒部市尾山 谷川家／青面金剛 

◎黒部市田籾 観音堂／西国三十三ヶ所観音、文殊菩薩、普賢菩薩、不動明王 

◎黒部市田籾 路傍／勢至菩薩(サンニャ様)、弘法大師、不動明王、青面金剛ほか 

◎黒部市池尻 路傍／如意輪観音、青面金剛ほか 

[諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。] 

 

平成２９年度の会費を未納の方は、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です 


